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更
新

和
英
辞
書(

近
代
英
和
辞
書
、
ヘ
ボ
ン
『
和
英
語
林
集
成
』)

齊
藤
秀
三
郎
と
『
齊
藤
和
英
大
辞
典
』

萩
原

義
雄

は
じ
め
に

齊
藤
秀
三
郎
と
『
齊
藤
和
英
大
辞
典
』
の
こ
と
が
記
述
さ
れ
た
資
料
は
意
外
に
も
少
な
い
。
こ
の
辞
典
が
、

和
英
辞
典
の
金
字
塔
と
呼
称
さ
れ
る
に
ふ
さ
わ
し
く
、
現
在
『
Ｎ
Ｅ
Ｗ
齊
藤
和
英
大
辞
典
』
〔
（
株
）
シ
ス
テ

ム
ソ
フ
ト
刊
〕
と
し
て
、
デ
ジ
タ
ル
化
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
電
子
化
に
つ
い
て
の
コ
メ
ン
ト
は
、
「
英
語

学
、
辞
典
史
に
名
を
残
す
名
著
（
昭
和
三
年
、
日
英
社
刊
）
を
現
代
に
甦
ら
せ
る
べ
く
、
原
典
に
対
し
て
旧
仮

名
遣
い
を
新
仮
名
遣
い
に
改
め
る
、
旧
漢
字
を
見
直
す
、
見
出
し
に
ヨ
ミ
を
付
与
す
る
な
ど
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

を
行
い
電
子
辞
典
化
し
た
も
の
で
あ
る
」
と
記
述
す
る
。
ま
た
、
実
際
こ
の
辞
典
を
活
用
し
た
資
料
は
、
次
に

あ
げ
る
三
つ
で
あ
る
。

①
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
第
二
版
完
成
時
に
お
け
る
次
の
記
事
内
容

即
、
開
く
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
／
柳
瀬
尚
紀
…
…
…
…
…
…
…
…
12
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―
お
お
、
使
い
が
来
た
か
。
な
に
小
使(

そ
い
つ
か
い)

な
。

齊
藤
秀
三
郎
『
和
英
大
辭
典
』
の
「K

o
z
u
k
a
i
(

小
遣)

」
に
「
大
遣
よ
り
小
遣
」

→
「
お
お
つ
か
い
」
と

「
そ
い
づ
か
い
」

「
だ
か
さ
る
」
「
チ
ョ
ビ
君
、
き
み
ね
、
も
う
何
年
の
付
合
い
に
な
る
？
そ
ろ
そ
ろ
抱
か
さ
っ
て
も
い
い
だ

ろ
」「

り
ん
ど
う
【
龍
胆
】
」
「
り
ゅ
う
た
ん
【
龍
胆
】
」
の
項
か
ら
も
龍
胆
寺
雄
が
見
つ
か
ら
な
い

②
第

回
：
語
学
の
達
人
た
ち(

１)

孤
高
の
ラ
イ
オ
ン

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
j
m
c
a
.
n
e
t
/
b
o
o
k
y
/
t
a
k
e
s
h
i
t
a
/
r
y
o
s

11

y
o
1
1
.
h
t
m
l

…
…
大
村
喜
吉｢

斎
藤
秀
三
郎
＝
そ
の
生
涯
と
業
績｣

こ
の
日
本
に
も
か
っ
て
は
、
本
国
人
が
舌
を
巻
く
ほ
ど
の
英
語
の
天
才
が
い
た
。
そ
の
名
は
、｢

斎
藤
秀
三

郎｣

。
日
常
書
く
手
紙
は
す
べ
て
英
語
、
酔
っ
払
っ
て
帝
劇
に
い
き
西
洋
人
の
芝
居
を
見
て
、
て
め
い
達
の
英

語
は
な
っ
ち
ゃ
い
な
い
と
英
語
で
ど
な
り
ち
ら
し
た
と
い
う
逸
話
も
残
っ
て
い
る
。

彼
の
創
立
し
た｢

正
則
英
語
学
校｣

は
、
東
京
神
田
錦
町
に
あ
り
旧
制
高
校
受
験
の
予
備
校
と
し
て
全
国
の
秀

才
が
集
ま
っ
た
。
そ
の
全
盛
期
に
は
、
生
徒
数
は
五
〇
〇
〇
人
を
超
え
、
三
階
の
五
〇
〇
人
は
入
る
大
教
室
は

人
で
あ
ふ
れ
て
、
雨
の
日
に
は
傘
を
さ
し
て
窓
の
外
か
ら
授
業
を
聴
く
も
の
さ
え
い
た
と
い
う
。

立
錐
の
余
地
も
な
い
大
教
室
に
身
長
一
八
〇
セ
ン
チ
を
優
に
超
す
巨
体
の
斎
藤
が
入
っ
て
く
る
と
、
あ
た
り

は
水
を
打
っ
た
よ
う
な
静
け
さ
が
み
な
ぎ
り
、｢

そ
の
講
義
と
き
て
は
天
下
一
品
、
精
透
精
密
、
字
句
を
説
き

句
法
を
講
じ
て
快
刀
乱
麻
を
断
つ
と
は
こ
の
こ
と
だ
と
た
だ
恍
惚
と
聞
き
惚
れ
て
し
ま
っ
た
。
…
…
本
文
を
訳

す
、
類
例
を
挙
げ
る
、
邦
語
と
の
差
異
を
注
意
す
る
、
…

生
徒
の
注
意
を
集
め
て
講
義
の
要
点
を
記
憶
さ
せ
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る
技
量
は
敬
服
の
ほ
か
は
な
い
。｣

(

本
書

～

頁)

と
い
う
ほ
ど
の
名
講
義
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

289

294

斎
藤
は
、
慶
応
二
年(

一
八
六
六)

仙
台
で
生
ま
れ
、
最
初
に
入
学
し
た
宮
城
英
語
学
校
で
は
外
人
教
師
に
よ

っ
て
主
に
原
書
で
講
義
を
受
け
、
大
学
は
今
の
虎
ノ
門
の
文
部
省
の
所
に
あ
っ
た
工
部
大
学
校(

後
の
東
京
大

学
工
学
部)
に
入
学
、
こ
れ
も
主
に
外
国
人
に
よ
っ
て
講
義
を
受
け
た
。
在
学
中
は
、
図
書
館
の
英
書
を
読
み

尽
く
し
て
、｢
大
英
百
科
辞
典｣

(

全
三
十
五
巻)

を
二
度
読
ん
だ
と
い
う
か
ら
並
み
の
常
人
で
は
な
い
。

工
部
大
学
で
は
、
夏
目
漱
石
の
師
で
も
あ
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
の
デ
ィ
ク
ソ
ン(

J
.
M
.
D
i
x
o
n
)

か
ら
、
英

語
慣
用
語
句(

イ
デ
ィ
オ
ム)

へ
の
情
熱
を
か
き
た
て
ら
れ
た
。
大
学
卒
業
間
際
に
今
で
は
不
明
な
理
由
で
放
校

処
分
に
な
る
が
、
生
活
の
た
め
文
法
書｢

ス
ウ
ィ
ン
ト
ン
英
文
典｣

を
訳
し
た
。

彼
の
英
語
研
究
法
―I

D
I
O
M
O
L
O
G
Y
(

組
織
英
語
慣
用
語
法
学)

―
は
、
文
法
の
枠
組
の
中
で
、
日
本
語
と
英
語

の
豊
富
な
慣
用
表
現(

イ
デ
ィ
オ
ム
＝
熟
語)

を
比
較
研
究
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

彼
は
、
生
涯
、
二
〇
〇
冊
以
上
の
著
作
を
残
し
た
が
、
そ
の
殆
ど
は
英
文
で
書
か
れ
、
米
国
の
ハ
ー
バ
ー
ド

大
学
で
も
教
科
書
と
し
て
使
わ
れ
た
と
い
う
か
ら
こ
れ
も
凄
い
。
主
な
著
作
を
年
代
順
に
紹
介
す
る
と(

前
の

数
字
は
発
行
年
、
後
の
数
字
は
ペ
ー
ジ
数
で
主
に
名
著
普
及
会
の
復
刻
本
か
原
本
に
よ
る)

、

.
E
n
g
l
i
s
h
C
o
n
v
e
r
s
a
t
i
o
n
G
r
a
m
m
a
r
.
1
8
9
3

p
.
2
8
6

1.
P
r
a
c
t
i
c
a
l
E
n
g
l
i
s
h
G
r
a
m
m
a
r
.
1
8
9
8
-
9
9
(

実
用
英
文
典)

p
.
1
,
0
9
2

2.
A
d
v
a
n
c
e
d
E
n
g
l
i
s
h
L
e
s
s
o
n
s
.
1
9
0
1
-
2
p
.
1
,
0
5
1

3.
H
i
g
h
e
r
E
n
g
l
i
s
h
L
e
s
s
o
n
s
.
1
9
0
2
-
3
p
.
6
1
0

4.
M
o
n
o
g
r
a
p
h
s
o
n
P
r
e
p
o
s
i
t
i
o
n
s
.
1
9
0
4
-
6
(

前
置
詞
大
完)

p
1
,
3
1
0

5.
C
l
a
s
s
-
B
o
o
k
s
o
f
E
n
g
l
i
s
h
I
d
i
o
m
o
l
o
g
y
.
1
9
0
5
-
9
p
1
,
7
9
3

6.
S
t
u
d
i
e
s
i
n
E
n
g
l
i
s
h
I
d
i
o
m
s
.
1
9
0
6
-
7
p
.
1
,
2
9
8

7
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.
N
e
w
H
i
g
h
e
r
E
n
g
l
i
s
h
L
e
s
s
o
n
s
.
1
9
0
7
-
8
p
.
1
,
2
3
6

8.
S
t
u
d
i
e
s
i
n
R
a
d
i
c
a
l
E
n
g
l
i
s
h
V
e
r
b
s
.
1
9
0
9
-
1
1
p
.
1
,
2
1
1

9.

正
則
英
語
学
校
講
義
録

1
9
1
2
-
3
p
.
5
,
6
1
0

10.

熟
語
本
位
英
和
中
辞
典

1
9
1
5
p
.
1
,
5
9
4

11.

携
帯
英
和
辞
典

1
9
2
2
p
.
1
,
9
2
9

12.

斎
藤
和
英
大
辞
典

1
9
2
8
p
.
4
,
6
4
0

13.

熟
語
本
位
英
和
大
辞
典(

F

ま
で
で
未
完)

1
9
2
9

14
２
．
実
用
英
文
典
は
、
英
語
教
育
界
に
幅
広
く
浸
透
し
日
本
の
学
校
文
法
の
基
礎
を
形
作
っ
た
と
い
わ
れ
る
ほ

ど
の
名
書
で
あ
る
。

５
、
の
『
前
置
詞
大
完
』
は
、
英
語
の
前
置
詞
を
こ
れ
ほ
ど
精
密
に
体
系
づ
け
た
本
は
、
今
も
な
い
。
こ
の
業

績
に
よ
っ
て
ノ
ー
ベ
ル
賞
候
補
に
も
お
さ
れ
た
傑
作
で
あ
る
。
“T

O

”

だ
け
で
、
二
八
五
ペ
ー
ジ
が
費
や
さ

れ
て
い
る
。

の｢

講
義
録｣

は
、
正
則
英
語
学
校
の
総
力
を
あ
げ
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
、
こ
れ
以
外
は
一
切
、
他
人
の
手

10を
借
り
ず
、
斎
藤
一
人
の
ペ
ン
先
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
一
〇
〇
〇
ペ
ー
ジ
を
超
え
る
も
の
も
多
く
、

そ
の
超
人
的
精
力
は
並
み
大
抵
の
も
の
で
は
な
い
。
和
英
大
辞
典
に
至
っ
て
は
四
、
〇
〇
〇
ペ
ー
ジ
を
超
え
、

し
か
も
関
東
大
震
災
の
た
め
、
初
稿
を
消
失
し
二
度
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。

．
『
熟
語
本
位
英
和
中
辞
典
』
は
、
日
本
人
の
英
語
学
習
に
多
大
な
影
響
を
与
え
、
そ
の
豊
富
な
熟
語(

イ

11デ
ィ
オ
ム)

と
、
こ
な
れ
た
訳
語
は
永
ら
く
他
の
追
随
を
許
さ
な
か
っ
た
。
こ
の
辞
書
の
出
現
以
降
、
色
々
な

名
辞
書
が
生
ま
れ
た
が
、
八
十
五
年
を
生
き
抜
い
て
今
日
ま
で
命
脈
を
保
っ
て
い
る
も
の
は
な
い
。C

O
D
(
C
o
n
c

i
s
e
O
x
f
o
r
d
D
i
c
t
i
o
n
a
r
y
,

初
版)

と
ア
ー
ネ
ス
ト
・
サ
ト
ウ
の｢

英
和
口
語
辞
典｣

の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
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と
が
わ
か
っ
て
い
る
が
、
上
記
の
膨
大
な
自
己
の
著
作
を
基
礎
と
す
る
独
自
の
も
の
で
、
他
の
辞
書
を
翻
訳
し

た
類
の
も
の
で
は
な
い
。
永
い
生
命
力
の
秘
密
は
そ
こ
に
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。

｢

フ
ィ
ネ
ガ
ン
ズ
・
ウ
エ
イ
ク｣

(

ジ
ョ
イ
ス)

の
翻
訳
で
知
ら
れ
る｢

柳
瀬
尚
紀｣

は
、｢

高
校
時
代
、
ふ
と
ん
の

な
か
に
も
ト
イ
レ
に
も
持
ち
込
ん
で
読
ん
だ
辞
書
が
あ
る
。
斎
藤
熟
語
本
位
英
和
中
辞
典
は
、
私
に
と
っ
て
英

語
の
恩
師
だ
。
英
語
は
も
っ
ぱ
ら
こ
の
辞
典
か
ら
学
ん
だ
。｣

と
、
絶
賛
し
て
い
る
。

、
『
和
英
大
辞
典
』
は
、
実
質
的
に
は
、
斎
藤
の
全
業
績
を
辞
書
の
形
で
集
大
成
し
た
も
の
で
、
日
本
の
和

13歌
・
漢
詩
・
俗
謡
ま
で
、
見
事
に
英
訳
さ
れ
た
他
に
例
を
見
な
い
個
性
的
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

、
『
熟
語
本
位
英
和
大
辞
典
』
は
、
大
正
四
年
、
こ
れ
ま
で
の
英
語
研
究
の
集
大
成
、
渾
身
の
努
力
の
結
晶

14と
も
い
う
べ
き
後
の
『
斎
藤
英
和
中
辞
典
』
全
一
五
九
四
頁
の
著
作
を
上
梓
し
た
。
こ
の
辞
典
は
、
「
世
の
多

人
数
の
合
作
に
成
る
辞
典
類
と
異
な
り
、
徹
頭
徹
尾
、
秀
三
郎
一
人
の
手
に
よ
っ
て
起
草
せ
ら
れ
、
校
正
せ
ら

れ
、
意
匠
せ
ら
れ
た
独
自
の
産
物
」
で
あ
る
と
云
う
。
斎
藤
自
身
、
「
訳
語
と
し
て
の
日
本
語
の
選
択
に
充
分

に
多
く
の
言
葉
」
を
与
え
た
と
云
う
ひ
と
つ
文
例
を
見
て
み
よ
う
。

◇W
hen

love
com

es
in,good-by

to
reason!

（
恋
す
れ
ば
物
の
あ
や
め
も
い
づ
く
に
か
）

斎
藤
秀
三
郎
は
、
昭
和
四
年(

一
九
二
九)

に
六
十
三
年
の
生
涯
を
閉
じ
た
が
、
そ
の
生
涯
を
捧
げ
た
斎
藤
組
織

英
語
慣
用
語
法
学(

イ
デ
ィ
オ
モ
ロ
ジ
ー)

の
本
格
的
な
体
系
化
・
再
生
化
は
、
今
後
も
大
き
な
課
題
と
し
て
残

さ
れ
て
い
る
。

最
後
に
、
著
名
な
音
楽
家
の｢

斎
藤
秀
雄｣

は
、
秀
三
郎
の
次
男
で
あ
る
こ
と
を
付
け
加
え
て
お
き
た
い
。

本
書
は
、
昭
和
三
十
五
年(

一
九
六
〇)

に
、
吾
妻
書
房
よ
り
刊
行
さ
れ
永
ら
く
愛
読
さ
れ
て
き
た
が
、
最
近
残

念
な
こ
と
に
絶
版
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
ま
だ
、
絶
版
か
ら
間
が
な
い
の
で
、
古
書
店
に
あ
た
れ
ば
比
較
的
入

手
は
容
易
だ
と
思
わ
れ
る
。

- 6 -

(

お
知
ら
せ)

｢

斎
藤
和
英
大
辞
典｣

は
幸
い
な
事
に
、
一
九
九
九
年
九
月
に
、｢

N
E
W

斎
藤
和
英
大
辞
典｣

(
￥1

4
,
2
0
0
)

・｢
N
E
W

斎
藤
英
和
対
訳
表
現
辞
典｣

(

￥7
,
8
0
0
)

と
し
て
、
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
か
ら
、
復
刻
販
売
さ
れ
て
、
今
も
利
用

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
〔
竹
下
和
男
・
文
〕

③
辭
書
ヲ
タ
ク
へ
の
道

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
5
a
.
b
i
g
l
o
b
e
.
n
e
.
j
p
/
~
n
a
n
a
t
s
u
/
j
i
s
h
o
.
h
t
m

た
と
え
ば
、
彼
の
『
和
英
大
辭
典
』
も
有
名
で
、
「
出
来
心
」
の
項
に
は
、
こ
ん
な
都
都
逸
を
英
訳
し
て
た

り
し
ま
す
。

「
お
前
一
人
と
／
定
め
て
置
い
て
／
浮
気
は
其
日
の
／
出
来
心
」

で
、
「
家
」
の
項
が
こ
ん
な
。

「
吉
原
が
明
る
く
な
れ
ば
家
は
闇
」

自
伝
も
出
て
い
る
よ
う
な
の
で
読
み
た
い
と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
が
、
新
刊
で
は
な
い
み
た
い
で
す
。

と
に
か
く
、
柳
瀬
尚
紀
氏
の
前
述
書
を
読
ん
で
み
る
と
そ
の
利
用
状
況
が
具
に
記
述
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
参
考

に
な
り
ま
す
。
こ
の
辞
典
の
面
白
さ
が
わ
か
り
ま
す
。

④
斎
藤
秀
三
郎
『
斎
藤
和
英
大
辞
典
』
名
著
普
及
会

一
九
七
九
（
昭
和
五
四
）
〔
昭
和
三
年
刊
の
復
刻
版
〕

時
間
に
正
確
で
一
秒
た
り
と
も
無
駄
に
し
な
か
っ
た
斎
藤
秀
三
郎
は
、
「
和
英
大
辞
典
」
を
一
人
で
編
集
、
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一
九
二
八
（
昭
和
三
）
、
年
見
出
し
語
五
万
、
例
文
一
二
万
、
四
六
四
〇
頁
と
い

う
膨
大
な
辞
書
を
創
り
上
げ
ま
し
た
。
序
文
に
「
英
和
辞
典
は
既
存
の
表
現
の

説
明
で
あ
り
既
存
の
表
現
に
は
限
度
が
あ
る
が
、
和
英
辞
典
は
新
し
い
表
現
の

創
造
で
あ
る
か
ら
無
限
に
近
い
」
と
無
数
の
中
か
ら
和
英
辞
典
に
ど
の
表
現
を

採
用
す
る
か
と
い
う
難
し
さ
を
述
べ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
「
英
米
人
の
文
章
の
引

用
は
、
和
英
辞
典
に
は
の
せ
る
べ
き
で
は
な
い
」
と
考
え
る
彼
は
、
こ
の
辞
典

に
個
人
の
主
観
、
嗜
好
を
取
り
入
れ
、
和
歌
、
俳
句
、
都
々
逸
、
漢
詩
な
ど
の

英
訳
を
随
所
に
ち
り
ば
め
て
お
り
日
本
語
特
有
の
用
例
を
き
わ
め
て
多
く
用
い

て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、

A
u

（
逢
ふ
）
［
他
動
］
（
人
に
逢
ふ
）

to
m

eet

（a
person

）
；to

fallin
w

ith

（the
enem

y

）
；
…

逢
う
て
嬉
し
や

W
hata

joy
itis

to
m

eet!

別
れ
の
辛
さ

H
ow

hard
is

to
part!

逢
う
て
別
れ
が

W
ould

thatw
e

could
ever

m
eet,

無
け
り
ゃ
好
い

N
ever

，never
to

part!
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と
英
訳
さ
れ
た
都
々
逸
や

Tobideru

（
飛
び
出
る
）
［
自
動
］

To
project;to

protrude:to
startout

．

目
の
玉
が
飛
び
出
る

The
eyes

startoutof
the

head.

目
の
玉
が
飛
び
出
る
様
な
値
段

an
exorbitantprice

．

目
の
玉
の
飛
び
出
る
様
な
勘
定

a
bouncing

bill

．

な
ど
、
日
本
語
を
日
本
語
ら
し
い
英
語
に
表
現
し
た
「
著
作
物
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
斎
藤
秀
三
郎
は
、
英
語

教
育
者
の
生
涯
を
か
け
て
「
日
本
人
の
英
語
は
日
本
語
化
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
」
と
い
う
理
念
を
貫
き
こ
の

英
和
辞
典
に
反
映
し
て
い
ま
す
。

難
し
い
文
法
や
単
語
の
使
用
は
解
り
ま
せ
ん
が
、
読
ん
で
い
て
楽
し
め
る
辞
書
で
す
。
図
書
館
所
蔵
の
復
刻

版
は
一
一
六
〇
頁
と
枕
本
と
呼
ば
れ
た
初
版
よ
り
随
分
ス
リ
ム
に
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
是
非
一
度
、
手
に
と
っ

て
眺
め
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。
（
福
岡
大
学
図
書
一
課

仲
松
奈
緒
子
）

⑤
関
東
地
方

―

鶴
見
大
学
図
書
館
・
斎
藤
文
庫
（
斎
藤
秀
三
郎
）

明
治
・
大
正
期
の
英
語
学
者
・
英
語
教
育
家
の
斎
藤
秀
三
郎
（1866–1929

）
の
旧
蔵
書
で
あ
る
。
和
書
一

さ
い
と
う
ひ
で
さ
ぶ
ろ
う

三
六
冊
、
洋
書
一
八
五
四
冊
か
ら
な
る
。
斎
藤
の
著
し
た
二
〇
〇
冊
に
及
ぶ
英
語
教
科
書
・
英
語
辞
書
類
と
、

斎
藤
を
含
め
て
「
明
治
英
学
の
三
大
家
」
と
呼
ば
れ
た
神
田
乃
武
（1857–1923

）
、
井
上
十
吉
（1862–1929

）

か

ん

だ

な

い

ぶ

い
の
う
え
じ
ゆ
う
き
ち
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の
著
作
が
含
ま
れ
る
。

斎
藤
秀
三
郎
は
宮
城
県
に
生
ま
れ
、
宮
城
英
語
学
校
を
経
て
、
工
部
大
学
校
（
東
京
大
学
工
学
部
の
前
身
）

に
入
り
、
英
国
人
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
メ
イ
ン
・
デ
ィ
ク
ソ
ン
（1856–1933

）
に
英
語
を
学
ん
だ
。
そ
の
後
、
第

二
高
等
学
校
、
岐
阜
中
学
校
、
第
一
高
等
学
校
な
ど
で
教
鞭
を
と
り
、
一
八
九
六
（
明
治
二
九
）
年
に
東
京
の

神
田
に
正
則
英
語
学
校
を
創
設
し
、
校
長
と
な
っ
た
。
斎
藤
は
自
ら
の
英
語
研
究
を
「
慣
用
語
法
学
」
（
イ
ヂ

オ
モ
ロ
ジ
ー
）
と
呼
び
、1893

年
『
英
会
話
文
法
』
を
出
版
。
こ
れ
を
発
展
さ
せ
た
『
実
用
英
文
典
』
（
全4

巻
、1898–1899

）
は
現
行
の
学
校
英
文
法
の
基
礎
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
『
熟
語
本
位
英
和
中
辞
典
』
（
一
九

一
五
（
大
正
四
）
）
、
『
斎
藤
和
英
大
辞
典
』
（
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
）
な
ど
個
性
豊
か
な
辞
書
を
刊
行
し
、
英

学
界
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
。

本
文
庫
は
斎
藤
秀
三
郎
の
研
究
の
み
な
ら
ず
、
近
代
日
本
の
英
学
史
、
英
語
教
育
史
の
研
究
に
と
っ
て
も
貴

重
な
資
料
で
あ
る
。
当
時
鶴
見
大
学
顧
問
教
授
で
あ
っ
た
英
文
学
者
の
斉

藤

勇
（1887–1982

）
の
斡
旋
に
よ

さ
い
と
う
た
け
し

り
、
鶴
見
大
学
が
蔵
書
を
所
蔵
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
目
録
と
し
て
『
斎
藤
文
庫
目
録
：
斎
藤
秀
三
郎
先
生
旧

蔵
英
語
学
関
係
資
料
目
録
』
（
一
九
八
二
（
昭
和
五
七
）
）
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

http://library.tsurum
i-u.ac.jp/library/
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ス
の
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言
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ソ
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